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静岡地学第81号 (2000)

浜名湖の生い立ち*

池谷他之村

lまじめに

浜名湖は古くから「湖Jと呼ばれているが、確かに過去には淡水の内陸湖だ、った時代があった。し

かし、現在の浜名湖は遠州灘から外洋水が流入する典型的な内湾の様相を呈している O この「潟」は

どのようにして、いつごろ生まれたのだろうか。そして、どのような変濯を経て今日に歪ったのだろ

うか。この f生い立ちjの原風景を復元してみたい。 I原風景の復元Jとは、われわれが「その時JIそ

こにj居合わせたとしたら、どのような風景を見ながらどのような事変を体験したのか、過去にタイ

ムスリップしてみることである O

1 .浜名湖周辺の自然史

中生代の頃 (1-2億年前):浜名湖の北部に

m の1~いw地が連なっている O この山地

の堆積物からなる O 付加帯の堆積物に

からはじまるといえる O は

んだ晩壮年一老年期を示す標高300 400 

としてジュラ紀に形成された「付加帯J

も散在するが、この地域の地史はジュラ紀

られるほか、

録は残されていない。これらの地躍は海の北岸まで分布し、湖岸に沿って

に没し、浜名湖の基盤となっている(ボーリング地点日ずの湖底下約50m

を形成しながら

された)。

後期更新世の頃 (6-12万年前):浜名湖の東部に広がる台地の 10

1 a) した

も海浜の砂様、 シルト、?可JlI ら

(約10 15 に対比されるこ

ジミの化石が含ま いるn この

して、 る

し〉 O 

終:

mも低下し (ヴュノレム

扇状地と さ20m以上) るG

立1

さ80m以上)

は

く

水辺

と

の

3mものワニ

るシ

つ

して

10 

る

あっ と される O この 現在の浜名滞付近にはいくつ

が流れてい

な形をした浜名湖とその 5本の指に る

手ド る。

1 

えられる O ちょうど右手を開いたよう

まさに f古浜名}r[Jの名残といえる O
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図1.浜名湖周辺の古地理と
a りスーヴ':::1..)レム間氷期(約6-12万年前頃)ヲ b :ヴュルム氷期(約2万年前噴)， C :後水期
(約5千年前頃)， d :浜名湖地識の東語地形模式断蕗 (1:西浜名丘陵ヲ 2 :新所原段丘ヲ 3:
気賀段丘ヲ 4::三方原台地， 5 東鴨江台地， 6 '尾野口段丘ヲ A:渥奨累層. B :浜松累層.C : 

D'=方原警護麗噌 E : 

で少

に時 湾

〉かけていた。オオ

でい八ゅO

IIJはそれら に却しユ

IIJ には[三ヶ日人jや「浜北人jが

住みつき、ナウマン像に代わってあらわれたアオモリ像やオオツノジカ

カミやトラも生息していたことが化石記録から知られている O

後氷期になっては万年前以降)::最終氷期が終わり地球全体が温暖化に向かうと、海水準は急激に

しはじめ(図 7)、それまでに浸食された谷筋に向かつて海が侵入してきた。その頃の浜名瀬はま

だ、いくつかの谷の合流部にあたり、その河口部に海水が進入していた程度であった。

1) 10，000年前頃:海はさらに谷の上流部まで侵入し、現在の浜名瀬の中心部あたりまで達した。

この培、浜名湖は小さな湾として誕生した(国2A)oこの湾は湾口が広く、外洋水が豊富に流入した

と思われるが、 40mという当時の海水準と堆積面高度から捻定して、水深は湾奥で2 3m、湾口部

で12… 13mと浅かった。そのために、湾奥部にはすでに内湾的な環境が形成されていたと考えられ

るo 9，000年前頃になると、外洋水の流入が増加して湾域が奥部まで拡大していった。この持期には、

現在の湖北や支湖はまだ陸域にあって、湾内に流入する河川の河底であったと考えられる O

2 )ヲ，000年前頃:海水準の急速な上昇に伴って浜名湖は一層拡大し、流入河川沿いに海岸線は内

陸部深く(標高5m付近)まで侵入した。湾の形状は捜雑となり、湾口も広く大平洋沿いに開いてい

た。その結果、湾内に外洋水が大量に流入し、同時に沿岸より多量の粗粒堆積物が湾内に運搬され、

海生の生物も湾内の奥深くまで侵入してきた。この時期の後半、約7.000年前頃には湾央付近まで砂

質堆積物が厚く堆積した。そのため海水準が上昇したにもかかわらず¥湾奥部では低塩分性の生物群

が卓越する内湾環境が作られた。

2 
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られる句 C: 

3) 6，000 3，500 6.000 

作用は と と つ 1 2υ/0 

〉でいた砂のパリ と えられる O こ まり、

湖 ーによっ と つ

¥/.:':. 0 ¥..で占伊 さ さ

しユく、円o 、/、輔、 1-'_ノゴノノ U/こ五二言、“ 1げJト→ WI...JV ノ j/J..I亡l:::::-IU/v I々、、ぜ'--之:1..1 1.../ノ-' V:ノノ/'-0 

ヰ)3，000 : 5!き し、 し いつ 1'-0 

の包下ととも した 口 2 c) この

を し いる

治宝、 の原因とし つ り、

さ きていたこと えられる O

5) 1，800 (約 2m) し、淡

と つ (図2 O さ これら ま
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浜名湖を外洋から孤立させ、湖水は狭い河J11を通じて外海に流出していたと考えられるO

6) 1，000年前一現在:海水面は再び上昇しはじめ、現在とほぼ同じ水準に達した。本格的に海水

が流入するようになったのは 1498年の津波とその翌年の暴風によって「今切口Jが決壊してからであ

るO 一方浜名湖周辺ではマツ林が卓越するようになるが、これは人工的な植林によるものと えられ

るO

34kmヘ湖岸線の総延長141kmという数字は、広くて浅い複雑

は盆状で平均水深7.2m (最大水深 16.1n1)、南半部は浅

の!揺は 200mしかない。このような形状では外洋との水

えないのに、湖水は外洋水に近い

りして、人工的に外洋水を湖奥

じる湖

しユる。し

しかも

74 kn12、

2. 

地形:

な形状の湖であること

瀬で平均水深2.5m、

の交換

自

るら

しこれは湖しユる O

めである Oしているまで流入させる

湖底 に延びる 3列の舟底型盆地や

(波曲運動)も大きく関与し

(比高約5m)が連続し、湖を大

もっ(図 3)にあらわれる

ら見て、浜名湖の形成

湖のほ宇品一られる Oていると

く、第四紀以降、継続

1.5mの湖棚と 1.5

けも潮流による
、9
L叫O しユしきく

3.5m l つベ」る

さによっ3 500 (3，000 は
:、
り

可P

<-るら

し ~o

-4 
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底質:湖底の表層部には図4に示されるような堆積物が分布している O 湖内に突き出た岬の延長部

と湖北の沿岸部に し、この付近の湖概から緩斜面にかけての浅瀬には「小氷期jの海

水準の低下によって堆積したと推定される基盤岩から由来した擦が表層数cmの泥層下に堆積してい

るO タト洋水の流入する湖南および湖東沿岸部の浅瀬には淘汰の良い砂(中央粒径値2-3ct)が広く分

布する O これに対して、海の北半部と支湖には河川により供給された比較的淘汰の良いシルト(中央

粒径値5-6ct)が堆積しているO これらのシルトの分布の中心部では、比較的水深が深く盆状構造を

しているため、夏季には湖水の成層による停滞水域が発生し、底躍には無酸素層が広がり、広範囲に

還元環境が形成されるO また、ここでは底性生物による堆積物の撹持も J乏しいため、底質は表層10

cmが黒色軟泥になっている O

:浩司口から供給される の高塩分水と沿岸水、後背地から河川によってもたらされる淡

水、これらが混じり合って日 は最大の汽水域を形成している O 淡水の供給は 14の中小

河川によるほか、湖面にi寄る雨も加わり、そ 1.6倍に達する O海水はi福200mの

される O その塩分は外洋の 33.5PSU (塩

して湖奥では 31PSUとなるO 水の交

した外洋水(湖容積の約5.6%)は潟水と

ユ「今切口Jからのみ流入し、

分の単位で1kg 

とし

しながら 3

水温氏

持と

水の

5 6m 

生物相:湖内

よ ら

る

Capitella capitataと

るO

3. 5兵ヰ

日

ヰ毎 よし￥。

;:'vこ と 0) 

るように

、どのよう

によって湖内

さ

と

と

と るO さらに、

るO

し いることに

も

Theora lubrica 

るま (自

ときから

の

ちよいの ろうカ〉。

5 

るO

きい。

は少ない。こ

は8 100Cと

よる

るため、

く し いること

るため し

るO こ

どこから のようにし

し〉る

ら

し



ま

ボーリ

されているので、音波探査を

まで推定できるかも

:海内に増積物がどのくらいの摩さ堆積しているのか。

れる前の基盤がある O この基盤の深さがわかればよいの

ング資料から求めることは不可能で、あった。

行えばその地形や分布深度がわかるはずで

い。船底から湖底に音波を発信し、

知機と同じ)だが、水深の浅いところ 5m以上の湖北において部線の総延長

32.5 にわたって実施した。ところ

測線の 4分の lで、しかも

く

つルO

い介。肝心の湖央部で

かったこと が地

れより しないこと

るほかなかっ ιO

がかかる o 100 m の は何本も掘

削するわけにはいか

くてはならない。 で掘削地点

て掘削船を導入することができ

とし

る

ション

-4) 

れ、

m の柱状コア らのコ さ

O 

るが、 からなる。湖央深部(H-l)と

と薄い (1 3 mm)平湖 (H-4)で

(図8九 b)

している O を

は上方細粒化

に粗粒化する堆を示す 2つの堆積サイクノレからなり、

積サイクルが2度が見られるO これら

はこれらの葉理のない層準に散在し、

イクノレのシノレト

中 は、下部より淘

汰のよい砂からシルトに上方細粒化し、貝殻片はこのシルト

は上方組粒化サイクルが2度見られ、シノレト層中に し るO はj勾

汰のよい細粒砂が最上部まで続いている O

対比.14C年代は主として貝殻片と木片を用いて各柱状コアの31麗準に対してタンデトロン加速

器質量分析計で測定された。その結果、最も古い年代は H-3コア (47.23m層準)の呉化石が示す

10，000土160yBPであった。すなわち、浜名湖ほ約I万年前に堆積しはじめたことになるO 湖奥から

-6-
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思5.浜名湖のボー 1)ング柱状国
1 粘土 2 シルトヲ 3 砂質シルト，ヰ:シルト
7 :中粒砂 8 組粒玖

5 :シjレト@ 6 :翻粒砂，

の年代錯も、 7，140、

に、ほ段南北方向の谷地

しているO また湖央の H-2と3コア

湖口に向かつて、，2，3と各コアの基底は深くなり、

9，720、10，000yBPと古くなっているO このことは、

形に谷の下流域から膜次上流域に向かつて堆績が進んだ、こと

それぞれ3，980と4，100yBPで4，000

この時代ですでに終了していたか、そ

1.90と0.20m

物が欠如している O これら また

にあったこと かるO 従つ」、 られるような湖口部が浅く

すでに 6，000 7，000 yB.P.頃に形成されていたと考えられるO また、こという逆額斜の湖底地形

7 



(m) 

O 

10 

員宮e(x103y.B.p.) 

7?  ~ ': ~ 
A一一一一一一一品一一一一一-

~I 

.~ 

Aj 

~I 

8 9 10 
この年代値に挟まれた厚い砂質堆積物

隠岐火山灰(Oki)

がH-3の下部 (44.58m 

灰白色の微粒砂

カホヤ火山灰 (Ah)(約6，300

のオリーブがかっ

けられる O

テフラ(火山灰)は、 1)

から 3cm

のことは、

によっても

(約9，300

として、 2)

む
@
帯
同
y

20 

30 

1.5cm 

とH-4の下部 (15.75

で1cm厚の灰白色の細粒火山灰として、

また、 3) カワコ令平パミス (Kgp)..大沢スコリア

(Os) (約6，300年前) (図8c) 

(6.56と6.52mの

がH-1の

の下部(14.25m 

H-2の上部 (8.98m 

m 

年前)は

れ 7と3mmれら

らの上部 (4.97と4.88ll1 と

ミスから、灰れぞれ2と3mm

における各地点、の14C年代測定値
さ

国6.

されおよび黒褐色細粒のスコリアがペア

この対をなす火山噴出物はいずれも細かな葉

中

た。

シノレトし

10 4cm、まれるシノレトの

らわしている O

H-4地点で35-63年

も2 このことは、しユる Ocmと

また現時点では、るO

20 

ことに

地点で16

し

は、

63 より約20

されたら

うことによって浜名瀬のを入れ、層棺の対比

しユる Oつ

コアーに

(図6) 

まで

くコアの対比から

のに対し

わち、湖央深部 (H-1)で

し、庄内湖 (H-4)ではカワゴ平ノfミス@大沢スコリ

(0.28 

O 

めら: 14Cおよびテブラの年代値に

し

きく変化し

0.25 cm/y) 

はH-1に比べてやや速し

A
a
仏
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ド
e
t
i
-
-

J
8
J
J
J
i
i
i
i
i
j
 

J
e
惨

J

J

A

 

，

'

/

 

A
J
 ，F
/

 

/

ザ

今

。J
J

ぷ

唱

/

dr

，
 
d
/
 
，
 

晶
噛

となり、カワゴ平パミスは大沢スコリ

本地域がこれらの噴出物の西限と

これらの年代値に

自然を復元し

ほは、

(0.20 

0.37 cm/y)であるが、

湖央部 (H-2，3)では、約7，500

それ以降から約6.300年前のアカホヤ火山灰の降下年代

までは共にやや

れ以浅では H-1に比べて

(0.16 cm/y)を示している O

(0.28 

し

0.37 cm/y)であるが、

の砂が短期間に大量に供給されたことを物語っている O そして 4.000 6.000年前頃には砂の供給も

減少して堆積速度が急速に遅くなり、その後の堆積物はほとんど存在せずに現在の湖底に続く。この

間の堆積作用は極端に遅い堆積速度 (0.5mln/y)であったか、または無堆積状態にあった。このよう

な堆積状況は堆積物の粒度組成からみても考えにくしおそらく 4.000年前以降は砂の堆積と削剥作

8 

によりこのことは、(1.8-11.1 cm/y)となる Oにかけてはきわめて速し
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り返さ い?ものと

δ13C ..む/向上ヒ:

と陸域の両方から

まれる

(C/N比)およ

いる O 海洋性およ

水化物、タンパク

でC/N比は低く、

て供給されるが、

で、 C/N比は高く、

3 2 
(m) 

問 5

ア 6.50m

¥田町出/
O 

蓄量

建警

曜襲 撃語 ート蓄量

-20 

慈雲量

るO

うまでもなく海水と河川水とが流入し

るOるもの、あるいは湖の

(13Cjl2C比)

四 30

6.70rn 
-働省事40

E主60m

国8. 討-1コアの断面
a 軟X
c 大沢スコ 1)

さ

け

いるので、
'7' 

に岬

もの

ら

と

ることが明らかにされ

ンクトン

(アミノ基)を含むのるカ人タンノfク

くなる O によっ

リ いるの
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れた。その結果、 δ13Cと比の負の相関がきれいにあらわれ、約6，500年前頃の

に最高に達し、その後4.000一6.0∞00年前まで海進が続き、3.000-一句-巴叩叩也匂叩句-句
て「川4小¥氷期JとなるO そして 1.000年前あたりから再び海水準が上昇し、現在に至っている(閣 7)0

きことは、約7.000年前を中心に一時的な「寒冷化Jが現れていることである O

:湖央深部と支湖のコアー(H-1，4)は全体に泥質で、シルト 90% 

を越え、その中に薄い平行葉理の発達する層準がある O この部分のコアーを縦割りして厚さ 1cmの板

にし、それに軟X線をあてると平行葉理は白黒の縞模様として一躍鮮明になる(関 8a) 0 縞の厚さは

1 3mmと非常に薄いのが特徴である O このような縞模様は、内陸の火山性酸性湖を別とすれば、他

の汽水湖では見たことがない。調査した当時は、浜名湖の泥質堆積物に特徴的なものとして、その成

因をめぐって熱い議論が交わされた。

この白と黒としてあらわれる葉理が、どの季節に、どのよう したかはまだ十分に言語

べられていない。底生生物がいれば泥は撹持されて均質化され、 となる O また泥が撹持され

なければ、泥の粒子は順次堆積したままの状態で残される O したがって、 はそれぞれ堆積

物の性質が異なっていることを示しているO 湖水は冬季の循環期と夏季の停滞期をもつので、これら

ごとの水域環境の違いが堆積物の性質に反映されたのではないかと推定される O また、縞模様

に厚い部分と薄い部分があるのは、年ごとの気候条件を反映していると考えられる O この推定によれ

ば、白黒一組の模様は 1年間の堆積物で、個々の縞模様は樹木の年輪にあたるかも知れない。いずれ

にしても、この縞模様が、年間を通じて底生生物の生良しない無酸素環境下で形成されていることは

ユ丈Pし:lo

おわりに

まれ、東京で育った私にとって、浜名湖の存在は遠いものであった。浜名湖については小

中学校の社会科で習った程度のことしか知らなかった。浜名湖との本格的な出会いは静間大学に赴任

した昭和45年 (1970)からである O 身近なフィールドのーっとして、足しげく通いはじめてから早30

年になるが、この間にも浜名湖の風景はめまぐるしく変貌していった。勿論、この風景の変化は自然

によるものではなし人間活動による自然改造であった。湖内に船を出して底質採集をはじめ

た70年代の初めには、まだ葦の繁る湖岸は多く残されていた。しかし、すでに湖水は汚され、スク

リューで掻き混ぜられた水はミルクコーヒ一色で硫化水素臭が強く、縮製ω)Jd，損衣摺首位は呉つ盟なヘ

ドロが20数cmも堆積しているところがあった。最近の舗装道路で臨まれた湖岸はドライブには快

適であるが、護岸コンクリートで固められ、葦の繁る風景はほとんど見られなくなってしまった。し

かし、湖水に関してはかなり浄化され、本来の湖水を取り戻す努力が実りつつあるのは好ましいこと

である O これは人々が家庭排水の垂れ流しにやっと気づいた結果でもある O

浜名湖は「海跡、湖Jとして生まれ、さまざまな変遷を経て、いま「海としての一生Jを終わろうと

しているO これが本来の浜名湖なのであるO 自然の営みの中では、海跡湖は砂鳴によって外洋から

離され、淡水化と埋め立てが進み、やがては湿原となって消滅するはずで、あった。ところが500年前

に、これまた自然の営み(暴風による今切口の決壊)によって浜名湖は一時生きかえった。このよう

10 
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な湖の局辺に人が住みはじめて以来、人は加速度的に人口を増加させ、海とその馬辺を多面的に利用

してきた。人はひとたび自然の恩恵に浴すと、この自然がいつまでも変わらないことを望む。人間の

営みが続くかぎり、浜名湖は改造されながら生き長らえていくことだろう O 浜名湖の研究にはこれま

でに学生をはじめ、多くの同僚、先輩諸氏より多くのご教示とご協力をいただいたO この紙面をかり

てこれらの方々に深く感謝する O
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